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新規 事業 及 び 重 要 事 業 総 括 表

Ⅰ 総 額

区 分 令和５年度 令和4年度 伸び率

予算総額 157,705,529千円 149,588,339千円 5.4％

一般会計構成比 7.1％ 6.7％ －

【一般会計】

－ ２ －



新規 事業 及 び 重 要 事 業 総 括 表

－ ３ －

Ⅱ 主な新規事業及び重要施策

１ 災害・危機に強い埼玉の構築

Ｐ ４ 新 規 大規模災害対策の推進 【施設課】 １５８，９８７

（単位 千円）

Ｐ ５ 新 規 初動警察活動強化のための車載カメラ整備及び運用 【通信指令課】 １２，５７５

（債務負担行為） （限度額 １，２４５，８８５）

Ｐ１０ 高齢者講習施設の新設 【運転免許課】 ５，７５６，８８８

Ｐ ７ 越谷警察署の現在地改築 【施設課】 ８２８，７３７

Ｐ１２ 新 規 警察情報管理システムの合理化・高度化 【情報管理課】 １８８，９２６

Ｐ ８ （仮称）川口北警察署の新築 【施設課】 ２４６，８０８

Ｐ ９ 交番・駐在所の改築 【施設課】 ９，４８５

（債務負担行為） （限度額 ５０９，７７２）

２ 県民の暮らしの安心確保

３ 支え合い魅力あふれる地域社会の構築

Ｐ ６ 新 規 サイバー犯罪等事態対処能力の強化 【サイバー犯罪対策課】 ２７，０２１

Ｐ１１ 交通安全施設の整備 【交通規制課】 ４，９３８，２１２



－ ４ －

大 規 模 災 害 対 策 の 推 進

浸水リスクのある警察施設に対して浸水対策を行うことにより、大規模な風水害発生時においても、警察施設の電気設備が
浸水被害を受けることなく施設機能を維持し、防災拠点となる警察施設の機能強化及び災害に強い体制の整備を図る。

目 的

担当 施設課 次席
警察本部内線 ２２６１

【予算額】１５８，９８７千円

事業概要

１ 警察施設の浸水対策の推進 １５８，９８７千円

（１）警察施設の浸水対策 （新 規） １５８，９８７千円
浸水リスクのある警察施設（１６施設）について、３か年で計画的に整備

〔対策内容〕

非常用発動発電機、燃料ポンプ、
受変電設備、自動切替盤、分電盤

嵩上げ 又は 止水板設置

〔整備計画〕

Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

対象施設

機動センター 久喜警察署 大宮西警察署 鹿手袋分庁舎

吉川警察署 杉戸警察署 加須警察署 交通機動隊

深谷警察署 蕨警察署 川口警察署 上尾分庁舎

幸手警察署 本庄警察署 草加警察署

川越警察署

（イメージ：止水板） （イメージ：嵩上げ）

新 規



－ ５ －

県民からの事件・事故等の１１０番通報に対して、リアルタイム映像による状況把握と情報共有をいち早く行い、現場の状況に
応じた迅速・的確な初動警察活動を強化し、被害の拡大防止や犯人の早期検挙等により県民の安全・安心を確保する。

担当 通信指令課 次席
警察本部内線 ３６１１

初動警察活動強化のための車載カメラ整備及び運用 【予算額】１２，５７５千円 【債務負担行為】１，２４５，８８５千円

１ 初動警察活動強化のための車載カメラ整備 １２，５７５千円 【債務負担行為】１，２４５，８８５千円

〔車載装置の主な機能〕
・車両位置、活動業態、速度・進行方向情報等の情報伝送及び表示
・110番事案情報の表示
・映像の伝送及び保存

〔スケジュール（見込み）〕

令和５年度 令和６年５月

運用開始
ソフトウェア設計、プログラム開発、試験
ハードウェア生産、検査、出荷、車載装取付

契約

〔債務負担行為の期間〕
令和５年度から令和11年度まで

（１）無線自動車動態管理（カーロケータ）システムの車載装置の更新 （ 新 規 ） １２，５７５千円
【債務負担行為】 １，２４５，８８５千円

カーロケータシステムの車載装置を更新し、可搬型タブレット端末と車両前方を撮影する専用カメラを整備する。

〔整備車両〕
整備台数 ３８６台：初動警察活動に従事するパトカー、捜査用車両の一部

〔カメラの活用用途〕
・専用カメラ：各種事件・事故、火事・自然災害、けんか等の荒れた現場、逃走車両の追跡状況等を撮影
・タブレット端末：取り外して車外の状況等
・録画データ：捜査活動、行方不明者の捜索等に有効活用

目 的

事業概要

新 規



－ ６ －

サ イ バ ー 犯 罪 等 事 態 対 処 能 力 の 強 化

サイバー空間の安全・安心を確保するため、サイバー犯罪等事態対処能力の向上を図る。

目 的

【予算額】２７，０２１千円

事業概要

１ 産学官が協働した取組と資機材の整備による対処能力の強化 ２７，０２１千円

（１）サイバー空間の安全とモラルの確立 ３，１９４千円
産学官が協働してサイバーセキュリティ対策を推進することにより、サイバー空間を利用する県民の安全・安心を確保す

るため、埼玉サイバーセキュリティ推進会議の運営やサイバー犯罪捜査に関わる必要な最新の知識、技術を有している専門
家への嘱託等に係る費用

一部新規

（２）サイバー犯罪対処能力向上に資する捜査力の強化 １５，２４９千円
高度な捜査力・解析力を有する捜査員を拡充し、県警全体のサイバー犯罪対処能力の向上を図るため、最新の知識・技術

に基づく民間委託講習の受講費用

（３）サイバー犯罪捜査力の強化 １２５千円
情報収集能力・追跡能力向上のための捜査資機材に係る通信料

（４）サイバー空間の脅威への対処に係る組織基盤の強化 ２０８千円
迅速・確実な証拠の確保等、犯罪捜査支援のための解析資機材ライセンス料

（５）サイバー犯罪捜査の効率化 （一部新規） ８，２４５千円
情報通信技術を悪用した新たな手口の犯罪に迅速かつ効率的に対処するための環境整備費用

 捜査効率化を図るための環境整備 【新規】
匿名性の高い情報通信技術に係る事項について、人の手では膨大な時間と労力を要する各種情報との照合や、データ分析

等の作業を効率的に行うための環境を整備

新規・拡充内容

担当 サイバー犯罪対策課 次席
警察本部内線 ７０４－３５１



－ ７ －

越 谷 警 察 署 の 現 在 地 改 築

管内の厳しい治安情勢に対応するための警察力を発揮するとともに、県民の利便性の向上を図るため、狭あい化が著しい
越谷警察署庁舎の現在地改築を行う。

目 的

【予算額】８２８，７３７千円

事業概要

１ 越谷警察署庁舎の現在地改築 ８２８，７３７千円 （ 令和５年度 ）

（１）越谷警察署庁舎建設費（４か年継続事業第２年次） ８２８，７３７千円

〔新庁舎〕
・建設地 越谷市東越谷６丁目６７番地６（現在地）
・敷地面積 8,094.2㎡
・庁舎規模 鉄筋コンクリート造 ４階建て

8,050.24㎡

〔仮設庁舎〕
・建設地 越谷市東越谷７丁目１１番地８他

（現在地から南へ約160ｍ）
・敷地面積 6,064.69㎡（駐車場含む）
・借上建物 軽量プレハブ造 ２階建て

2,912.6㎡

〔建設計画〕
・令和２年度 基本設計・用地取得
・令和３年度 実施設計
・令和４～７年度 仮設庁舎等借上げ
・令和５～７年度 庁舎建設（旧庁舎解体含む）

総事業費 約６７億円 （新庁舎イメージ）

担当 施設課 次席
警察本部内線 ２２６１



－ ８ －

（ 仮 称 ） 川 口 北 警 察 署 の 新 設

川口市内の治安状況等に的確に対応するため、同市北東部地域に警察署を新設する。

目 的

【予算額】２４６，８０８千円

事業概要

１ （仮称）川口北警察署の新設 ２４６，８０８千円 （ 令和５年度 ）

（１）（仮称）川口北警察署庁舎設計費 ２４６，８０８千円

〔庁舎概要〕
・建設地 川口市西立野地内

（都市計画事業石神西立野特定土地区画整理事業70街区等）

・敷地面積 6,673㎡
・庁舎規模 鉄筋コンクリート造 ４階建て

約 5,000㎡

〔建設計画〕
・令和２年度 用地取得（特別会計）
・令和４年度 基本設計
・令和５年度 実施設計・保留地購入
・令和６～８年度 庁舎建設

総事業費 約５５億円

（建設予定地）

新庁舎配置イメージ

(仮称)川口北警察署

担当 施設課 次席
警察本部内線 ２２６１



－ ９ －

交 番 ・ 駐 在 所 の 改 築

地域住民の安全と平穏を確保するため、地域に密着した警察活動の拠点となる交番、駐在所を計画的に整備し、治安体制の
強化を図る。

目 的

【予算額】９，４８５千円 【債務負担行為】５０９，７７２千円

事業概要

１ 交番・駐在所の改築 （令和４～５年度建設） ９，３１６千円 （ 令和５年度 ）

（１）交番・駐在所建設費（２か年事業、第２年次） ９，３１６千円
・令和４～５年度の２か年事業により、交番３か所・駐在所３か所を改築する。

交番 栄交番(新座警察署) 、新田駅前交番(草加警察署) 、川越市駅前交番(川越警察署)
駐在所 須加駐在所(行田警察署) 、井泉駐在所(羽生警察署) 、原道駐在所(加須警察署)

・予算額は交番、駐在所に係る備品購入費等

２ 交番・駐在所の改築 （令和５～６年度建設） １６９千円 （ 令和５年度 ） ・ 債務負担行為 ５０９，７７２千円

（１）交番・駐在所建設費（２か年事業、第１年次） １６９千円
・令和５～６年度の２か年事業により、交番４か所・駐在所２か所を改築する。

交番 参道交番(大宮警察署) 、上小交番(大宮西警察署) 、江戸袋交番(武南警察署) 、越生交番(西入間警察署)
駐在所 吉見東駐在所(東松山警察署) 、大河原駐在所(小川警察署)

※建設費は、警察共済組合不動産投資施設特約譲渡事業を利用（債務負担行為設定）
・予算額は初年度据置利息

（２）交番・駐在所建設費（債務負担行為） （限度額 ５０９，７７２千円）
・令和５～６年度の２か年事業により改築する交番、駐在所の建設費は警察共済組合不動産投資施設特約譲渡事業を利用
・期間 令和６年度～令和２９年度、利率（見込）年1.200％

担当 施設課 次席
警察本部内線 ２２６１



－ １０ －

高 齢 者 講 習 施 設 の 新 設

高齢運転者の増加に伴い、高齢者講習等の受講待ち日数の更なる増加が見込まれることから、高齢者講習施設を建設する。

目 的

担当 運転免許課 次席
警察本部内線 ７０２－２１１

【予算額】５，７５６，８８８千円

事業概要

１ 高齢者講習施設の新設 ５，７５６，８８８千円 （ 令和５年度 ）

（１）高齢者講習施設庁舎建設費（２か年継続事業第２年次） ５，７５６，８８８千円

〔庁舎概要〕
・建設地 さいたま市岩槻区大字馬込字十番2100番５

（旧県立小児医療センター跡地）

・敷地面積 42,720.43㎡
・庁舎規模 鉄筋コンクリート造 ２階建て

6,286.38㎡（付属棟含む）

〔建設計画〕
・令和２年度 基本設計
・令和３年度 実施設計
・令和４、５年度 庁舎建設

総事業費 約６４億円

令和６年５月開所予定

（庁舎イメージ）



－ １１ －

交 通 安 全 施 設 の 整 備

県民に「安全で快適な道路交通環境」を提供するため、老朽化した信号機等の更新、ゾーン３０プラス等の安全対策を推進する。

目 的

担当 交通規制課 次席
警察本部内線 ５１６１

【予算額】４，９３８，２１２千円

事業概要

１ 信号機の計画的な更新（ファシリティマネジメント） ２，６０９，０８６千円

（１）信号制御機・車両感知器の更新 １，２５４，４５２千円
信号機をコントロールする信号制御機、車両感知器を更新する。

（２）信号柱の更新 ２４４，７５０千円
信号機を支えている信号柱を更新する。

２ 交通安全施設整備費（老朽化更新） １，９２４，３８２千円

３ 交通安全施設整備費（安全対策） ４０４，７４４千円

（３）信号灯器の更新（ＬＥＤ化） １，０６７，７６０千円
老朽化した信号灯器をＬＥＤ灯器に更新する。

（１）道路標識の更新 ５３９，４６０千円
老朽化した道路標識を更新する。

（２）道路標示の補修 ４７３，１９８千円
摩耗した横断歩道や停止線を補修する。

（１）補助事業 １５６,９５０千円
ゾーン３０プラスの整備、信号機を改良（歩車分離化等）する。

（２）事故防止対策 ８０,６６５千円
既設道路の安全対策として、信号機の新設や道路標識等を整備する。

（３）新設道路対策 １６７,１２９千円
新設道路の安全対策として、信号機の新設や道路標識等を整備する。

信号灯器の更新（ＬＥＤ化）

（４）その他（調査費等） ４２，１２４千円

（３）その他（信号制御機の更新[回線変更]､大型標識撤去等） ９１１，７２４千円
ゾーン３０プラス

ゾーン30及びスムーズ横断歩道の整備状況



－ １２ －

警 察 情 報 管 理 シ ス テ ム の 合 理 化 ・ 高 度 化

警察情報管理システムの合理化・高度化を図り、県民の利便性向上と高度な警察活動を実現する。

目 的

担当 情報管理課 次席
会計課 次席
運転免許課 次席

警察本部内線 ２４１１、２２１１、 ７０２－２１１

【予算額】１８８，９２６千円

事業概要

１ 警察情報管理システムの標準化対応に向けた環境整備 １８８，９２６千円

（１）警察行政のデジタル化推進に向けた環境整備 （ 新 規 ） ８，３８９千円
デジタル化推進による通信容量増大に対応したネットワーク環境の整備

（２）警察情報管理システムの合理化・高度化に向けたデータ移行・システム改修 （ 新 規 ） １６２，８１１千円
・遺失物届出のオンライン化等高度化するシステムへのデータ移行
・標準化連携の継続に向けたシステムの改修

（３）警察情報管理システムの合理化・高度化に向けた端末整備 （ 新 規 ） １５，５７６千円
警察情報管理システムの合理化・高度化に対応するための端末装置の整備

新 規

（４）運転免許証申請自動受付装置の導入 （ 新 規 ） ２，１５０千円
運転免許申請受付のオートメーション化を進めるために「申請自動受付装置」を導入

申請書の記載が簡略化


